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令和３年第１回 南あわじ市・洲本市小中学校組合議会定例会 

                         令和３年２月１７日（水） 

                         午前１０時００分   開 議 
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日程第５．        会期の決定 

日程第６．  議案第１号 令和２年度南あわじ市・洲本市小中学校組合一般会計補正 

             予算（第４号） 

日程第７．  議案第２号 令和３年度南あわじ市・洲本市小中学校組合一般会計予算 

日程第８．  議案第３号 南あわじ市・洲本市組合立学校施設の開放に関する条例の 

             一部を改正する条例制定について 

日程第９．        一般質問 
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午前１０時００分 開会  

 

○副議長（小野章二君） 地方自治法第１０６条の規定により、議長の職務を行います。

何とぞ御協力をいただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 開会にあたり、一言御挨拶を申し上げます。 

 本日、令和３年第１回南あわじ市・洲本市小中学校組合議会定例会が招集されました

ところ、議員並びに執行部各位には、公私何かと御多用のところ御出席いただき、ここ

に開会の運びとなりましたことを心から厚く御礼申し上げます。 

 さて、本日付議されます案件は、令和２年度一般会計補正予算、令和３年度一般会計

予算、条例改正の３件であります。 

 議員各位には、慎重御審議の上、適切な御決定を賜わりますようお願い申し上げ、開

会にあたっての挨拶といたします。 

 続いて、管理者守本憲弘南あわじ市長より挨拶があります。 

  管理者。 

 

管理者挨拶 

 

○管理者（守本憲弘君） おはようございます。開会に当たりまして、一言御挨拶を申

し上げます。 

  令和３年第１回南あわじ市・洲本市小中学校組合議会定例会を招集させていただき

ましたところ、議員の皆様方におかれましては御多忙にもかかわりませず御参集いた

だき、心から感謝を申し上げます。 

  この機会に、組合の若干の状況をお話させていただきたいと思います。 

  一つは、ＧＩＧＡスクール構想でございます。令和２年の１２月にＬＴＥ対応のｉ

Ｐａｄ３２０台が導入をされました。これは、小学校４年生から中学校３年生まで
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１人１台ということでございます。この１月から既に運用を開始いたしております。 

  また、この３年３月末には追加で１６０台、これは小学校の１年生から３年生まで

ということで導入をされる予定になっておりますが、３年の４月から運用開始をする

ということで準備を進めておるところでございます。 

  また、コロナ対策といたしまして、一つは学校保健特別対策事業ということで、小

中学校にそれぞれ２００万円の予算を計上いたしまして、消毒液等の消耗品あるいは

セパレーションといった備品の購入等を行っております。 

  また、スクール・サポート・スタッフということで、小学校に１名、中学校に２名、

これはコロナの関係で追加的に必要になりました消毒作業等にあたっていただいてお

ります。 

  また、長期休校ということで、未指導分の補習を指導するために小学校に学習指導

員２名を配置をし対応をしており、これは令和３年の２月いっぱいということでござ

います。 

  また、広田学童保育におきましては、この南あわじが進めておりますアフタースク

ール、学童と放課後子ども教室のいいところを合わせたような形で、地域の皆様にも

お手伝いをいただきまして、放課後、子供を育てていただくという枠組みでございま

すが、この３校目ということで導入をしておるところでございます。 

  さて、本日御提案を申し上げ御審議いただきます案件は、令和２年度一般会計補正

予算、令和３年度一般会計予算及び条例改正１件でございます。何とぞ慎重かつ適切

な御審議を賜りまして御賛同くださいますようお願い申し上げまして、開会の御挨拶

とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○副議長（小野章二君） 管理者の挨拶が終わりました。 

  ただいまの出席議員は１０名であります。よって定足数に達しております。 

  令和３年第１回南あわじ市・洲本市小中学校組合議会定例会を開会いたします。 

  本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付のとおりであります。 
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  直ちに日程に入ります。 

 

日程第１ 議席の指定 

 

○副議長（小野章二君） 日程第１、議席の指定を行います。 

  議席は、ただいま着席の議席といたします。 

 

日程第２ 諸般の報告 

 

○副議長（小野章二君） 次に日程第２、諸般の報告を行います。 

  閉会中の議員辞職について報告申し上げます。 

  令和２年１１月２４日付で太田康文議員から、令和２年１１月２４日をもって一身

上の都合により議員を辞職したいとの願いが提出されました。閉会中の提出であるこ

とから、地方自治法第１２６条の規定によりこれを許可しております。 

 

日程第３ 選挙第１号 

 

○副議長（小野章二君） 次に日程第３、選挙第１号、議長の選挙を行います。 

  お諮りいたします。 

  選挙の方法につきましては、地方自治法第１１８条第２条の規定により、指名推選

により行いたいと思います。 

  これに異議ございませんでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（小野章二君） 異議なしということでございます。 

  よって、選挙の方法は指名推選によることに決定いたしました。 
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  お諮りいたします。 

  指名の方法は、副議長が指名することにいたしたいと思います。 

  これに異議はございませんでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（小野章二君） 異議なしと認めます。 

  したがって、副議長が指名することに決定いたしました。 

  議長に、土井 巧議員を指名いたします。 

  お諮りいたします。 

  ただいま指名いたしました、土井 巧議員を議長の当選人と定めることに御異議ご

ざいませんでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（小野章二君） 異議なしと認めます。 

  したがって、ただいま指名した土井 巧議員が議長に当選されました。 

  土井 巧議員が議場におられますので、本席から当選人の告知をいたします。当選

の承諾を兼ねて、就任の御挨拶をお願いいたします。 

  土井議員、よろしくお願いします。 

○議長（土井 巧君） おはようございます。議長就任に当たり一言御挨拶を申し上げ

ます。 

  このたび、議員各位の御推挙により、南あわじ市・洲本市小中学校組合議会の議長

の要職に就くことになりましたことは誠に身に余る光栄であり、謹んで厚くお礼を申

し上げます。 

  この上は議長として全力を傾け、議員の皆様の御理解・御協力を得まして公正かつ

円滑な議会運営のため、誠心誠意努力する所存であります。何とぞ、議員各位には一

層の御支援・御鞭撻を賜りますこととともに、執行部各位におかれましては格別の御

協力を賜りますようお願い申し上げまして、議長就任の挨拶といたします。よろしく



－8－ 

お願いします。 

○副議長（小野章二君） 議長の挨拶が終わりました。 

  以上で、議長としての職務を終了させていただきます。 

  議長と席を交代いたします。その間暫時休憩に入ります。 

（休 憩） 

 

日程第４ 会議録署名議員の指名 

 

○議長（土井 巧君） 再開します。日程第４、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第２条の規定により、議長より指名します。 

  ３番、間森和生議員、４番、近藤昭文議員にお願いします。 

 

日程第５ 会期の決定 

 

○議長（土井 巧君） 日程第５、会期の決定を議題とします。 

  お諮りします。 

  今期定例会の会期は、本日１日間にしたいと思います。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（土井 巧君） 異議なしと認めます。 

  よって、会期は本日１日間に決定しました。 

 

日程第６ 議案第１号 

 

○議長（土井 巧君） 日程第６、議案第１号、令和２年度南あわじ市・洲本市小中学
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校組合一般会計補正予算（第４号）を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  教育次長。 

○教育次長（仲山和史君） ただいま上程いただきました、議案第１号、令和２年度南

あわじ市・洲本市小中学校組合一般会計補正予算（第４号）について、提案理由の御

説明を申し上げます。 

  この補正予算につきましては、主に事務局職員人件費負担金やコロナウイルス感染

症対策のための消耗品費等に係る予算を歳入・歳出それぞれ補正するものでございま

す。 

  それでは、１ページをお開きいただきたいと存じます。 

  第１条で歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１５２万円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ１億５，０００万７，０００円とするものでございま

す。 

  続きまして、７ページをお願いいたします。 

  歳入歳出予算について、事項別明細書により御説明を申し上げます。 

  まず、歳入でございます。 

  １款、分担金及び負担金、１項、分担金８０万円を追加し、１億３，４１８万４，

０００円とするものでございます。 

  ３款、国庫支出金、１項、国庫補助金８０万円を追加し、５４２万４，０００円と

するものでございます。 

  ４款、県支出金、１項、県補助金８万円を減額し、２０４万８，０００円とするも

のでございます。 

  続きまして８ページ、歳出でございます。 

  ３款、教育費、１項、教育総務費１５０万４，０００円の追加でございます。 

  内容としましては、本年度の各種事業に係る事務局職員人件費負担金等が追加とな
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ることから、２目、事務局費１２７万４，０００円と、３目、教育振興費２３万円を

追加するものでございます。 

  ２項、小学校費１１万２，０００円の追加でございます。 

  内容といたしましては、新型コロナウイルス感染症対策に係る消耗品等の購入のた

め、１目、学校管理費８０万円を追加し、コロナ禍により縮小等となった事業の負担

金や補助金の精査の結果、２目、教育振興費６８万８，０００円を減額するものでご

ざいます。 

  ９ページ、３項の中学校費９万６，０００円の減額でございます。 

  内容といたしましては、小学校費と同様に新型コロナウイルス感染症対策に係る消

耗品等購入のため、１目、学校管理費８０万円を追加し、コロナ禍により縮小等とな

った事業に係る車借上料や補助金の精査の結果、２目、教育振興費８９万６，０００

円を減額するものでございます。 

  １０ページには、債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末まで

の支出額、または支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書をつ

けており、情報端末運用管理等業務委託料で令和３年度から７年度までの支出予定限

度額を５，２７０万円といたしております。 

  以上で、議案第１号、令和２年度南あわじ市・洲本市小中学校組合一般会計補正予

算（第４号）の提案理由の説明とさせていただきます。慎重御審議の上、適切なる御

決定を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（土井 巧君） 提案理由の説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑は歳入・歳出合わせて全般で行います。 

  質疑ございませんか。 

  原口育大議員。 

○８番（原口育大君） まず、繰越明許で１６０万円になってますので、今回は国・県

から来た分と随伴しての分を全部来年度に回すと、実際にやるのは来年度ということ
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でよろしいでしょうか。 

○議長（土井 巧君） 教育次長。 

○教育次長（仲山和史君） 議員に今、質問いただいたとおり、執行については次年度

以降になるかと思います。 

○議長（土井 巧君） 原口育大議員。 

○８番（原口育大君） ７ページの分担金ですけれども、組合立なので、両市からの負

担金やと思うのですけども、この比率というのは何か固定して決まっているものなの

ですか。それとも生徒数とか。この分担金の根拠を教えていただけますか。 

○議長（土井 巧君） 教育次長。 

○教育次長（仲山和史君） 負担率の決定根拠でございますが、児童生徒数に応じて小

学校分、中学校分を算出しておりまして、全体の総務費についてはどちらも合算の比

率割合で算出をしております。 

○議長（土井 巧君） 原口育大議員。 

○８番（原口育大君） ８ページに不登校対策事業負担金と教育費の中の小学校体験活

動事業補助金の減とかあるのですけど、まず不登校のほうはこの前、南あわじ市の議

会の中では、今不登校の状況としてはコロナがあった影響もあってですけども、逆に

コロナによって何となく不登校が減っているような報告があったような気がするので

すけど、組合立学校の場合にどれぐらいの不登校があって、その状況というのはどう

いうことかということと、この小学校体験のほうは県と随伴で１６万円の補助金を出

しておったと思うのですけど、どんなことをやっておられたのかというのをお伺いい

たします。 

○議長（土井 巧君） 教育次長補。 

○教育次長補兼学校教育課長（大住武義君） 不登校につきましては、組合のほうまで

正確な数字が今手元にございませんので、組合も含めた市全体としては小学校で１０

名程度、中学校で３０名前後ということになっています。 
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  市議会でもお答えさせてもらったのですが、コロナによる臨時休校が４月、５月と

続いていて、その間は登校日を設けて週１、２回の登校になっていたので、比較的不

登校だった児童生徒も登校しやすい状況になっていて一度は緩和したのですが、学校

が再開して通常どおりになってきたときになかなか週５日のペースでというところで、

個人の問題、家庭の問題、あるいはその中には進路も含めた問題が出てくる中で、例

年どおりの数にまた戻っていっているという状況です。 

  ただし、その不登校対策事業としては、適応教室が主になります。そこでの丁寧な

対応によって、個人の学習保障だとかそういうのを続けて進路保障につなげておりま

す。また、適応教室に来られない児童生徒については、学校と家庭が連携して次への

方策をスクールソーシャルワーカーを入れて、福祉の力も借りて対策を打っていると

ころです。 

  小学校の体験活動につきましては、自然学校と環境体験学習がそれに当たります。

環境体験学習は３年生が校区内で行うものですので、ほぼ通常どおり行われています。

自然学校につきましては、当組合については本来は５日間行くところを宿泊なしの２

日間ということになっていますので、それで若干差が出ているということになります。 

  以上です。 

○議長（土井 巧君） ほかに質疑はございませんか。 

  間森和生議員。 

○３番（間森和生君） ８ページ、９ページの教育振興費のところで、島外選手派遣へ

の補助金が減額になっているわけですけども、小学校は置いておいて、中学校のほう

が５８万４，０００円ということになっております。令和２年度で、実際行われた分

もあると思うのですけども、できなかったいろんな競技がどういうものがあるのか、

その辺わかりますでしょうか。 

○議長（土井 巧君） 教育次長補。 

○教育次長補兼学校教育課長（大住武義君） これは、学校再開直後の主に夏頃の大会
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が関係しています。年度初めの最初の大会で、県大会までつながっているようなもの

については、特に県レベルの大会が軒並み中止・延期ということになりました。ただ

し、市内の大会については実施するということで、そこで縮小された影響がこの金額

に表れております。 

  以上です。 

○議長（土井 巧君） ほかに質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（土井 巧君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終結します。 

  これより討論を行います。通告がありませんので討論なしと認めます。 

  これより採決を行います。採決は起立によって行います。 

  議案第１号、令和２年度南あわじ市・洲本市小中学校組合一般会計補正予算（第４

号）を原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（起 立 多 数） 

○議長（土井 巧君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第１号、令和２年度南あわじ市・洲本市小中学校組合一般会計補

正予算（第４号）は原案のとおり可決されました。 

 

日程第７ 議案第２号 

 

○議長（土井 巧君） 日程第７、議案第２号、令和３年度南あわじ市・洲本市小中学

校組合一般会計予算を議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  教育次長。 

○教育次長（仲山和史君） ただいま上程いただきました議案第２号、令和３年度南あ

わじ市・洲本市小中学校組合一般会計予算について、提案理由の御説明を申し上げま
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す。 

  令和３年度は教員の負担軽減と業務の効率化を図るため、検証改善を進めてきまし

た校務支援システムの本格運用を開始するとともに、ＧＩＧＡスクール構想によるタ

ブレット等を活用したＩＣＴ教育を実践いたします。 

  まず、１ページをお願いいたします。 

  第１条で歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億６，７２９万２，０００円

と定めるものでございます。 

  次に第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れ

の最高額は１億円と定めるものでございます。 

  歳入歳出予算について、事項別明細書により御説明を申し上げます。 

  ８ページをお開き願います。 

  まず歳入でございます。 

  １款、分担金及び負担金、１項、分担金１億４，６７５万２，０００円、南あわじ

市・洲本市からの分担金で、当初予算見込額を学校基本調査の児童生徒数により案分

させていただいております。 

  ２款、使用料及び手数料、１項、使用料３９万円、学校体育施設使用料でございま

す。 

  ３款、国庫支出金、１項、国庫補助金１５０万４，０００円。新型コロナウイルス

感染症対策のためのスクール・サポート・スタッフ追加配置事業補助金、特別支援教

育就学奨励費補助金、要保護児童援助費補助金及び特別支援教育就学奨励費補助金で

ございます。 

  次に、９ページをお願いいたします。 

  ４款、県支出金、１項、県補助金１５６万９，０００円、県補助金を受けて実施す

る事業に対する補助金で、小学校体験活動事業外４件の事業に対する補助金でござい

ます。 
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  ２項、県委託金７６万円。ひょうごがんばりタイム事業の委託金外１件でございま

す。 

  １０ページをお願いいたします。 

  ５款、寄附金、１項、寄附金１，０００円、科目設定でございます。 

  ６款、繰越金、１項、繰越金、１目繰越金１，０００円、これも科目設定でござい

ます。 

  ７款、諸収入、１項、雑入３１万５，０００円、日本スポーツ振興センター保護者

負担金などでございます。 

  １１ページをお願いいたします。 

  ８款、組合債、１項、組合債１，６００万円、義務教育施設整備事業でございます。 

  続きまして、歳出でございます。 

  １２ページをお願いいたします。 

  １款、議会費、１項、議会費８１万円、議員報酬が主なものでございます。 

  ２款、総務費、１項、総務管理費５７万５，０００円、小中学校組合運営にかかる

総務経費でございます。 

  １３ページをお願いいたします。 

  ２項、監査委員費７万円、委員報酬でございます。 

  ３款、教育費、１項、教育総務費７，９３４万１，０００円のうち、１目、教育委

員会費７８万３，０００円、教育委員会の運営経費で、教育委員報酬が主なものでご

ざいます。 

  ２目、事務局費２，２６５万６，０００円、事務局職員人件費負担金が主なもので

ございます。 

  １３ページ下段から１５ページ上段にかけまして、３目、教育振興費５，５９０万

２，０００円。小中学校教諭補助に係る人件費、情報端末運用管理等業務委託料、電

算関連借上料、小中学校就学援助費などが主なものでございます。 
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  ２項、小学校費３，６０１万３，０００円のうち、１目、学校管理費２，６６０万

３，０００円、学校用務員の会計年度任用職員報酬、需用費として光熱水費、物件費

として各種手数料、各学校施設維持管理委託料、校舎等営繕工事費が主なものでござ

います。 

  おめくりをいただきまして、１７ページ、２目、教育振興費９４１万円、各種負担

金が主なものでございます。 

  次に１８ページ、３項、中学校費３，５５５万１，０００円のうち１目、学校管理

費２，５２４万９，０００円、学校用務員の会計年度任用職員報酬、需用費としての

光熱水費、物件費として各種手数料、各学校施設維持管理委託料、校舎等営繕工事費

が主なものでございます。 

  ２０ページをお願いいたします。 

  ２目、教育振興費１，０３０万２，０００円、各種負担金が主なものでございます。 

  ２１ページをお願いいたします。 

  ４款、公債費、１項、公債費１，３９３万２，０００円、長期借入金償還元金、長

期借入金償還利子が主なものでございます。 

  ２２ページをお願いいたします。 

  ５款、予備費、１項、予備費１００万円でございます。 

  ２３ページ、２４ページには、給与費明細書、２５ページは債務負担行為で翌年度

以降にわたるものについての前年度末までの支出額、または支出額の見込み及び当該

年度以降の支出予定額等に関する調書でございます。 

  ２６ページは、地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末及び当該年度末

における現在高見込みに関する調書でございます。 

  以上で、令和３年度南あわじ市・洲本市小中学校組合一般会計予算の提案理由の説

明とさせていただきます。慎重御審議の上、適切なる御決定を賜りますようお願い申

し上げます。 
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○議長（土井 巧君） 提案理由の説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑は区分ごとに行います。 

  まず、１１ページの歳入までで質疑はございませんか。 

  原口育大議員。 

○８番（原口育大君） ９ページの中学校部活動指導員配置事業補助金というのがある

のですけど、これは中学校での部活に関してだと思うので、まず広田中学校、文化部

・体育部があると思うのですけど、どんなクラブがあってどんな活動がされておるん

でしょうか。 

○議長（土井 巧君） 教育次長。 

○教育次長（仲山和史君） 中学校の部活動指導員につきましては、広田中学校におい

て、ソフトボールの指導員ということで１名の予定をしておるところでございます。 

○議長（土井 巧君） 原口育大議員。 

○８番（原口育大君） 中学校にはどんなクラブ活動が、文化部・体育部それぞれある

のですかという質問なんですけど。 

○議長（土井 巧君） 教育次長補。 

○教育次長補兼学校教育課長（大住武義君） 手元にちょっと資料がありませんので、

全てはお伝えできないかもしれませんが、野球部、バスケットボール部、水泳部、そ

れから文化部においては、吹奏楽と美術部、それぐらいが私が記憶しているところで

す。申し訳ありません。 

○議長（土井 巧君） 原口育大議員。 

○８番（原口育大君） これバスケというのは男女ともにそれぞれあるのですか。 

○議長（土井 巧君） 教育次長補。 

○教育次長補兼学校教育課長（大住武義君） 現在、男女ともあったと思います。 

○８番（原口育大君） ありがとうございます。 

○議長（土井 巧君） ほかに質疑はございませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（土井 巧君） 次に歳出について、１２ページの１目、会議費から１５ページ

上段の３目、教育振興費に係る部分で質疑はございませんか。 

  長尾重信議員。 

○７番（長尾重信君） ２点ほど確認をさせていただきたいのですけども、１４ページ

になりますけども、３目、教育振興費の１３節、使用料及び賃借料の部分の中で、電

子黒板借上料１７０万円、計上をされてございます。これにつきましては、ＧＩＧＡ

スクール構想の中での教育部分の整備の一環かと思われるわけですけども、これに関

連して債務負担行為が計上されてございますが、債務負担行為では翌年４年度から８

年度１，３００万円という金額が計上されて、後年度負担というものが発生しておる

ところでございます。合計、限度額という話になりますけども、本年度の予算と足し

ますと１，４７０万円という金額が出てくるわけですけども、それにつきまして、管

理者のほうからもありましたタブレット、全生徒なり児童なり導入してＩＴＣ事業と

いう部分に取りかかっているという中で、小中学校全教室にこの電子黒板を導入され

るのかどうかという１点です。 

  もう１点は、これは見る限り一般財源の中で行われておる事業かなと思いますが、

これについて一般財源が伴う部分ということは、なぜ本年度という整備になったのか。

ＧＩＧＡスクール構想の中で導入ができた話ではないのかなと、その辺の検討をされ

た中で予算計上をされているのかどうかお伺いいたします。 

○議長（土井 巧君） 答弁。教育次長。 

○教育次長（仲山和史君） 電子黒板につきましては、普通教室全部に設置の予定でご

ざいます。 

  あと、なぜ本年度というか３年度にその電子黒板を整備するのかというところでご

ざいますが、令和２年度にＧＩＧＡスクールはなかなかコロナ禍もあって、国のほう

も前倒し前倒しで導入をしてきたというところもあります。どういう形態にするか、
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どういう機種を選定するかによっても電子黒板のいろいろ仕様が変わってきたりする

部分もありました。そういうのも含めて、令和２年度中にはなかなか整備が追いつい

ていなかったということもありまして、やむを得ず令和３年度の実施になったという

ところでございます。 

○議長（土井 巧君） 長尾重信議員。 

○７番（長尾重信君） 今、次長のほうから、このコロナ禍の中で事業が前倒し前倒し

というようなことで、なかなか選択をする中で時間的なこともなかったというような

お話かと思いますけども、事業を展開する上ではあくまで一般財源を極力抑えながら

ある制度を利用していくと、要は少ない経費で最大の事業効果を出していくというこ

とで、それぞれ職員の方々が頑張っていただいておるというように思いますけども、

やはり一般財源に重きを置くのではなしに、制度そのものを十二分に活用していただ

いて負担を少なくしていくというのが本筋の事業の進め方かなと思われますので、時

間がなかったというような話の一端では今後事業を進めていく上で、よりよい制度を

活用していけないということも考えられますので、十二分にその辺につきましては制

度がどんなものがあるのかということを十分精査しながら、検討して事業展開をして

いただきたいと思います。 

  ちなみに、なぜこういうことを申し上げるかといいますと、監査委員の決算審査報

告の中でも、こういうような内容のことがうたわれて御指摘されておる中だったと思

いますので、いま一度、十二分にそういうことを精査しながら事業展開をお願いした

いと思います。 

  以上です。 

○議長（土井 巧君） ほかに質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（土井 巧君） 次に、１５ページの１目、小学校費の学校管理費から１８ペー

ジの上段までの２目、教育振興費に係る部分で質疑はございませんか。 
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  近藤昭文議員。 

○４番（近藤昭文君） １７ページの真ん中に、１４番区分で工事請負費、校舎等営繕

工事費が予定されています。具体的な内容をちょっと教えていただきたいと思います。 

○議長（土井 巧君） 教育次長。 

○教育次長（仲山和史君） １４節の工事請負費の内訳ということの御質問でございま

す。令和３年度に予定しておりますのが、トイレの改修工事がまず１件ございます。

洋式化も含めたトイレの改修工事が１件。それと体育館のひさし部分がかなり劣化し

ておって、危ない状況でもあるということでございますので、そのひさしの修繕工事

と防水工事、それが２点目でございます。３点目については、消防設備の改修工事が

１件ございます。それら３つ合わせた金額を上程させていただいております。 

○議長（土井 巧君） ほかに質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（土井 巧君） 最後に１８ページの１目、中学校の学校管理費から最終ページ

までの部分で質疑はございませんか。 

  長尾重信議員。 

○７番（長尾重信君） ２０ページになりますけど、中学校費の中の２目、教育振興費

の１０節、需用費の中の消耗品費ですけども、これにつきまして３３３万７，０００

円のうち消耗品費が３２８万７，０００円という金額が計上されてございます。昨年

度の当初予算を見ますと１０７万８，０００円というところでございます。また、３

０年度決算が１１０万２，０００円ということで３倍程度の予算計上となっているわ

けですけれども、コロナ禍ということでの予算計上の分も含まれているかなと思いま

すけども、それで見ますと小学校のほうの消耗品費につきましては例年と同じような

金額だったということで、中学校だけ何か特別な部分があるのかどうか御質問いたし

ます。 

○議長（土井 巧君） 答弁は。教育次長。 
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○教育次長（仲山和史君） ちょっと資料を調べさせていただきますので、ちょっとお

時間をいただきたいと思うのですがよろしいでしょうか。 

○議長（土井 巧君） わかりました。 

  教育次長。 

○教育次長（仲山和史君） 内訳をちょっと申し上げさせていただきたいと思うのです

が、印刷備品であったりプリンターのカートリッジ、あるいはそれらの部品代であっ

たりワックス代等々の消耗品でございまして、昨年度に比べてかなり増えておるとい

うことでございますが、いろいろ学校からの要望等があった中でいろいろ精査して今

回上程させていただいておるということでございます。 

○議長（土井 巧君） 長尾重信議員。 

○７番（長尾重信君） 学校の担当のほうから要求に基づいての増額だということでご

ざいますが、学校教育課長のほうでその中身等を把握はされてますのでしょうか。３

倍というのはなかなかこれは予算計上、特別なものがない限り上がってこない金額か

なと思うのですが。 

○議長（土井 巧君） 教育次長補。 

○教育次長補兼学校教育課長（大住武義君） 中学校につきましては、来年度から教科

書が新たなものに変わります。そのために、教師用の指導書が全て入れ替えになりま

すので、その分が大幅増額につながっております。 

  以上です。 

○議長（土井 巧君） ほかに質疑はございませんか。 

  原口育大議員。 

○８番（原口育大君） ２１ページの車借上料１４８万円なんですけど、これはどうい

う目的の車を借り上げるんでしょうか。 

○議長（土井 巧君） 教育次長。 

○教育次長（仲山和史君） 使用料の車借上料の部分でございますが、これにつきまし
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ては部活動等で島外への遠征、また島内でも団体で行く場合にバスの借上料というこ

とで計上をさせていただいております。 

○議長（土井 巧君） 原口育大議員。 

○８番（原口育大君） 特にそのクラブ活動で、そういう遠征とかのときの車って大事

だと思うんですけど、ふだん野球部なんかで練習試合とか行くときに親が運転したり

とかいうようなことが以前からずっとあったんですけど、そういうこととの関係とい

うのは、そういう部分をカバーできておるという話なんですか。それとも何か大会し

かカバーしてないという話なんでしょうか。 

○議長（土井 巧君） 教育次長補。 

○教育次長補兼学校教育課長（大住武義君） 部活動の遠征、練習試合等についてなん

ですが、一応中体連の公式試合は市のほうでバスの負担をするということで挙げさせ

てもらってます。それ以外の協会とか練習試合については、基本保護者のほうにお願

いして御負担というか、そのように送迎していただくというような約束事で進んでお

ります。 

○議長（土井 巧君） 原口育大議員。 

○８番（原口育大君） そうしたら、保護者に頼むということはクラブのほうでお金が

発生すると思うのですけど、それは例えば、保護者が自家用車で送っても別にそれは

問題ないと。例えば、ちゃんとしたナンバーとかを持っているところしか使えません

とか、そういう安全対策面で何か決まっているようなことはあるんですか。 

○議長（土井 巧君） 教育次長補。 

○教育次長補兼学校教育課長（大住武義君） 安全対策については、特に全体で何か取

り決めということはありませんが、そこは部活の顧問と保護者と話をしながら一番い

い方法ということで、くれぐれも安全についてはお互いに気をつけていただくという

ことで、現状は進んでいるのが実態です。 

○議長（土井 巧君） ほかに質疑はございませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（土井 巧君） これで質疑を終結します。 

  これより討論を行います。通告がありませんので討論なしと認めます。 

  これより採決を行います。採決は起立によって行います。 

  議案第２号、令和３年度南あわじ市・洲本市小中学校組合一般会計予算を原案のと

おり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（起 立 多 数） 

○議長（土井 巧君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第２号、令和３年度南あわじ市・洲本市小中学校組合一般会計予

算は、原案のとおり可決されました。 

 

日程第８ 議案第３号 

 

○議長（土井 巧君） 日程第８、議案第３号、南あわじ市・洲本市組合立学校施設の

開放に関する条例の一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  教育次長。 

○教育次長（仲山和史君） ただいま上程いただきました議案第３号、南あわじ市・洲

本市組合立学校施設の開放に関する条例の一部を改正する条例の制定について、提案

理由の御説明を申し上げます。 

  この条例の一部改正は、南あわじ市・洲本市小中学校組合の学校施設の開放におけ

る使用料の徴収方法などの改正を行うものでございます。 

  なお、この附則でこの条例の施行日を令和３年４月１日と定めております。 

  以上、議案第３号、南あわじ市・洲本市小中学校組合立学校施設の開放に関する条

例の一部を改正する条例の制定について、提案理由の説明とさせていただきます。慎
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重御審議の上、適切なる御決定を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（土井 巧君） 提案理由の説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  長尾重信議員。 

○７番（長尾重信君） 今の条例の一部改正ですけども、その中で中段の辺りですけど、

第８条中「前納」を「納付」に改めと、それからただし書きを削るという項目がござ

いますけども、今まで実際に前納という条例だったのですけど、運用面等で前納され

ておったかどうかというものが１点です。 

  それから、この改正によって前納から納付に変わったわけですけども、納付書の発

行はいつを考えておられるのかどうか。それと、納期は納付書に明記をするかと思い

ますけども、条例でそこまでうたう必要はないのか、あるのかという部分を含めてお

伺いいたします。 

○議長（土井 巧君） 教育次長。 

○教育次長（仲山和史君） 第８条中の前納ということを納付に改めるということでご

ざいますが、現状といたしましては、納付については前納という形ではなくて使用後

に納めていただいておるのが運用で、そういうふうにさせていただいております。そ

の場合、利用者の方々が大体月初めにその１か月分の予約をシステムで入れてきます。

それを全部使った場合は、そのままの金額を請求させていただくと、キャンセルがあ

った場合は、その分を差し引いた金額を月末締めで締めさせていただいて、翌月中に

振り込んでいただくと、お納めいただくというようなことで運用をさせていただいて

おります。 

  あと、条例で納期を定める必要はないのかというところでございますが、運用上そ

ういうやり方でやらせていただいておるので、また新たに定めるというようなことは

今のところ考えてはございません。 
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○議長（土井 巧君） 長尾重信議員。 

○７番（長尾重信君） 今の次長の答弁の中では使用した後、その使用時間とかを精査

した中で納付書を発行して月末締めとおっしゃったのかな、それで納付していただく

ということだったかと思います。そうしますと、今回改正には挙がってないわけです

けども、この学校施設の開放に関する条例の中の第１０条の使用料の還付。１０条に

は前納という前提の中で、それの納付された金額、使用しなかったとか使用した時間

が短かったとかいう部分もあるのかもわかりませんけども、還付をするという中での

例外規定的に還付をするという項も挙げられていますけども、これと今回、前納から

納付に切り替えたところでの整合性について検討されたのかどうか、お伺いいたしま

す。 

○議長（土井 巧君） 教育次長。 

○教育次長（仲山和史君） 当然、その前納であれば一旦納めていただいておって、利

用がなければ還付というのはあり得る話かと思います。それを今回、前納というので

なしに後で納付という形になったということで、検討したかどうかということでござ

いますが、ちょっと確認を取らせていただきたいと思います。検討はした中での今回

の条例改正だとは思っております。 

○議長（土井 巧君） 長尾重信議員。 

○７番（長尾重信君） 検討をされた中でこの８条だけを改正したということで理解は

させていただきますけども、もう一度、再度１０条を熟読していただきまして、それ

でいいかどうか、整合性は取れているのかどうかということはお考えいただけたらと

思います。 

  もう１点、この使用料条例の中での表ですけども、新旧対照表の中に挙げられてい

る部分で、現行では会議室の使用料が挙がっていたわけですけども、これが今回の改

正で会議室の使用料が挙がってないと、削除されているということでございます。会

議室等についての使用というものはなかったかどうかという部分があって、今回会議
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室の使用料を徴収しないということか、それとも貸さないということかどうかです。

といいますのも、それぞれ各市内では地域づくり協議会が地域で活動されておると思

います。その方々の活動の中でも、学校とのつながり、生徒さん、児童さんとのふれ

あい、要は学校開放の中ではそういう触れ合いという部分が大きく占めているんかな

と思いますけども、その際、例としましてイベントを地域で行う場合に学校施設を利

用させていただくということもイベントではあるかと思います。その際、基本的には

運動場であったり体育館という部分ですけども、その出演者、出演いただく方々の控

室とかいう部分で学校の普通教室ではなしに、ミーティング室とか会議室的なところ

を借りてイベントを実施していくということも多々あったかと思われますけども、今

回、そういう事例が今まであった中で質問させていただくわけですけども、会議室は

この使用料の中では消えてますが、貸さないということでの削除かどうか、よろしく

御回答いただきたいと思います。 

○議長（土井 巧君） 教育次長。 

○教育次長（仲山和史君） もともと会議室があったかどうかという部分につきまして

は、ちょっと確認を取らないと何ともお答えができませんが、今の運用上、実際に会

議室を借りる事例がなかったということで、今回の条例改正に合わせてその部分も削

除させていただいたというところでございます。 

○議長（土井 巧君） ほかに質疑はございませんか。 

  原口育大議員。 

○８番（原口育大君） 今のと関連して、今例規集を見せてもらっていると確かに第１

０条、今の現状ですよね。１０条のところは、いろいろと不還付の理由を書いていた

のですけど、これは全く削除しないと残したままではおかしいと思うのですけど、そ

んなことはないですか。 

○議長（土井 巧君） 教育次長。 

○教育次長（仲山和史君） 確認をさせていただいて、訂正が必要な場合はまた修正の
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ほうをさせていただきたいと思います。 

○議長（土井 巧君） 原口育大議員。 

○８番（原口育大君） 今日、採決するのにあたって、これは継続審査みたいな話にし

たらいいわけですか。今、これを通してしまうとなると何かおかしいような気はする

のですけど。 

○議長（土井 巧君） 暫時休憩します。 

（休 憩） 

○議長（土井 巧君） 再開します。 

教育次長。 

○教育次長（仲山和史君） 今、確認をしましたところ、月末締めで締めた段階で使っ

ているということで請求をしたときにでも、実は使っていなかったというような事例

が何回かあるそうです。そういうこともありますので、その還付の項目は残す必要が

あるのかなというふうに考えております。 

○議長（土井 巧君） ほかに質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（土井 巧君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終結します。 

  これより討論を行います。通告がありませんので討論なしと認めます。 

  これより採決を行います。採決は起立によって行います。 

  議案第３号、南あわじ市・洲本市組合立学校施設の開放に関する条例の一部を改正

する条例制定についてを原案どおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（起 立 多 数） 

○議長（土井 巧君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第３号、南あわじ市・洲本市組合立学校施設の開放に関する条例

の一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

  教育次長補より発言の申し出がありますのでこれを許可します。 
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  教育次長補。 

○教育次長補兼学校教育課長（大住武義君） 先ほど、長尾議員のＧＩＧＡスクールに

ついての一般財源の御質問について、修正・補足をさせていただきたいと思います。 

  今回のタブレット端末導入につきましては、タブレット端末本体と通信に係る費用

のみ国の補助となっております。本来でしたら、電子黒板等のそういう提示装置も一

括であればよかったのですが、その点についての国庫補助についてはまだ現在では未

定の状態になっております。ですから、今回一般財源として挙げさせてもらったとい

う経緯がありますので、補足として説明させていただきます。 

  以上です。 

○議長（土井 巧君） 長尾重信議員。 

○７番（長尾重信君） 今、次長補からお話があったわけですけども、ＧＩＧＡスクー

ル構想の中での事業の中で電子黒板を導入という部分ですけども、この中でＧＩＧＡ

スクール構想の中にも対象にできたのかなと私は個人的には思っているわけですけど

も、もう１点、学校情報通信技術環境整備事業補助金というのはあるわけなんですね。

これは全国的に取り上げて電子黒板の導入をこの事業でやっておるというのがインタ

ーネット上に出ておったことでこういうことを言ってますけども、そういう事業があ

る中でも担当がいなかったらいかんのかという部分も含めて言いたかったわけでござ

います。それについては、もう少し十分精査していただいた中で、また今後の事業に

生かしていただけたらというように思っています。 

  申し遅れましたが、今言いました事業も令和２年度で終了しておるように書いてご

ざいましたので、申し伝えさせていただきます。 

○議長（土井 巧君） 暫時休憩します。 

（休 憩） 

 

日程第９ 一般質問 
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○議長（土井 巧君） 日程第９、一般質問を行います。 

  一般質問の発言時間は、一人につき答弁と合わせて２０分以内とします。 

  通告により、議長より指名します。 

  ８番、原口育大議員。 

○８番（原口育大君） 初めて組合議会に来ましたので、なかなか雰囲気がわからない

ので一般質問も多分、変な質問になってしまうかなと思うのですけどよろしくお願い

します。 

  今日は、通学路の安全についてということで伺っていきたいと思います。 

  まずは小学校のほうから聞きたいのですけども、小学校児童の通学の安全対策、こ

れはどういうふうなことを今やられておるのでしょうか。ソフト面・ハード面がある

と思うのですけど、教えていただけますか。 

○議長（土井 巧君） 教育次長補。 

○教育次長補兼学校教育課長（大住武義君） 登下校の安全についてなのですが、広田

地区は洲本市との境目ということで非常に交通量が多いことから、昔から徒歩通学に

おいてもヘルメットの着用というのがすっかり定着しております。交通安全について

の指導についても、特に毎学期の最初の週にきっちりと交通安全指導を行って、ある

いは日々の立ち番等で丁寧に子供たちへの指導、それから安全確保を続けています。 

  それから、通学路の安全対策について、先ほどハード面ということをおっしゃって

ましたので、毎年、南あわじ市の通学路安全推進会議において学校から提案された事

案について対応しております。 

  令和元年度につきましては、５件挙げられて５件全てが改善されました。中身は、

ゾーン３０の表示をきちんとするということとか、注意喚起の看板を設置するという

ようなことがありました。 

  今年度については、ゾーン３０のエリア外で抜け道になっている市道で多くの車が
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スピードを上げて通るということで、その途中の電柱に巻き看板をつけて注意喚起を

行って改善しているところでございます。 

  以上です。 

○議長（土井 巧君） 原口育大議員。 

○８番（原口育大君） ソフト面で、例えば防犯ブザーとか１年生はランドセルにラン

ドセルカバーみたいな黄色いのをつけていたような気がするのですが、南あわじはや

っていると思うのですけど、広田も同じようにやられておるんですかね。 

○議長（土井 巧君） 教育次長補。 

○教育次長補兼学校教育課長（大住武義君） 組合立の学校につきましても、同様の対

応を行っております。 

○議長（土井 巧君） 原口育大議員。 

○８番（原口育大君） ヘルメットの着用というのは、ほかにもあるとは思うのですけ

ど珍しいような気はするんですけど、これは災害時にも上から落下物があったような

ときにも助かるかなと思うのでいいことだなと思うのですけど、効果と児童の評判と

いうか、どんな感じなんですかね。 

○議長（土井 巧君） 教育次長補。 

○教育次長補兼学校教育課長（大住武義君） 確かに、徒歩通学でヘルメットをかぶる

というのは、特に低学年にとっては普通の帽子をかぶるよりも重たくて大変で、特に

今回コロナ禍で夏休みが短くなって、あの暑い時期にヘルメットをかぶるというのも

非常に課題ではあったんですが、ただ子供たちの命を守るということで、やはり車と

の接触、先ほど言ったような、広田地区は非常に抜け道が多く車と接触するような可

能性も非常に高いですので頭を守るという、そこを最優先するということで、しんど

いなという思いはあるかもしれないですが、学校のほうは丁寧に頭を守る大切さとい

うのを日々指導して、ヘルメットの着用を続けているところでございます。 

○議長（土井 巧君） 原口育大議員。 
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○８番（原口育大君） 校区が広いからかなと思うのですけど、自転車通学を小学校で

も採用されておると聞いておるんですけど、これの許可基準とか、例えば学年とかエ

リアとか、どういう基準で許可をしておるんでしょうか。 

○議長（土井 巧君） 教育次長補。 

○教育次長補兼学校教育課長（大住武義君） 議員がおっしゃるように、校区がかなり

広いですので、まず組合立ということで洲本市に属する部分で言いますと、鮎屋・納

地区が自転車が可能となっております。ただし、納につきましては、１、２年生はバ

スで通学ということになっております。次、南あわじ市のエリアでいきますと、中筋

・徳原・中田が自転車通学を認めています。ですから、一応そのエリア内で希望する

児童については全て自転車が可能であるということになります。 

  自転車通学を特に認めるということで、広田っ子の決まりというものがありまして、

その中の一部にきちんと自転車通学についての決まりとして、乗り方・施錠・整備に

ついて特に示されていまして、丁寧な指導がされております。 

○議長（土井 巧君） 原口育大議員。 

○８番（原口育大君） その自転車については指定とかではなしに、中学校だったら点

検とかを一斉にやってプレートをつけてもらったりするんですけど、そういうことは

特にやっていないですか。 

○議長（土井 巧君） 教育次長補。 

○教育次長補兼学校教育課長（大住武義君） その辺の制約は特にはございません。家

庭と学校と連絡を取って、子供にふさわしいものであれば、それで可能ということに

なっています。 

○議長（土井 巧君） 原口育大議員。 

○８番（原口育大君） 交通マナーというか、結構その辺が重要でないかなと思うんで

すよね。昔、乗り方とかで学校ごとにそういう競うようなことをされて、全国大会に

行ったようなところもあったような気がするんですけど、そういう乗り方とか安全指
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導とか、それとか点検もですね、それは学校の中でもやっておるんでしょうか。 

○議長（土井 巧君） 教育次長補。 

○教育次長補兼学校教育課長（大住武義君） 先ほど、徒歩通学について申し上げたよ

うに、学期の初めに特に交通安全についてはしっかり指導をするということで、その

中においても自転車通学の児童については丁寧に指導をして、その際に点検もしてお

ります。 

○議長（土井 巧君） 原口育大議員。 

○８番（原口育大君） 事故の発生状況が気になるんですけど、徒歩も含めてでいいの

ですけど、もしわかれば自転車での事故に絡んだような、人身に絡んだような事故と

か、何かそういう数字というのはあるのでしょうか。 

○議長（土井 巧君） 教育次長補。 

○教育次長補兼学校教育課長（大住武義君） 交通事故についてなんですが、平成２８

年度からの５年間において、広田小学校のほうでは幸いにして交通事故は発生してお

りません。 

○議長（土井 巧君） 原口育大議員。 

○８番（原口育大君） 交通事情はあんまりよくないと思うのですけど、事故が発生し

ていないのはよかったかなと思います。 

  次、中学校なんですけども、雨の日に保護者による自動車の送迎が結構あると聞い

ているんですけどね。正門付近で駐車が何台か、通勤の時間帯等で停まっていること

があると聞いています。迎えもあると思うのですけど。あそこはスクールゾーンの中

で狭いと思うんですよね。車線も１車線しかないというという中で、その辺は送迎に

関しての取り決めとかマナーとか、そういうものはされていないのでしょうか。 

○議長（土井 巧君） 教育次長補。 

○教育次長補兼学校教育課長（大住武義君） 現在、送迎については、例えば病気だと

か個人や家庭の事情もありますので、学校で何かの制限とかルールを示しているよう
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なことは特にありません。ただし、今議員がおっしゃるように、校門前の狭いところ

であまり並ぶようであれば、当然保護者に対して注意喚起等は必要かなと思いますが、

その辺は学校が状況を見て適切に対応していくものだと考えております。 

○議長（土井 巧君） 原口育大議員。 

○８番（原口育大君） 淡路三原高校でもかなりあって、そこの場合は多分健康広場で

乗り降りというふうに制限をしておると思うんですけどね。ここもスクールゾーンの

真ん中なので、何か送迎の場所を指定するとか、中に入ってしまうとか、何かしたほ

うがいいんちゃうかなというふうに思うんですが、中がロータリーになっていたよう

な気がするんですけど、そんなにたくさん来ないと思うので、何台かは中に入って降

ろすとか、何か安全対策をきちっとされたほうがいいような気がするんですけど、そ

の辺どうですか。 

○議長（土井 巧君） 教育次長補。 

○教育次長補兼学校教育課長（大住武義君） 中学校におきましては、あくまでも自転

車通学が基本となっていますので、送迎について特にロータリーに入るとか、そうい

うことを決めてるというかそこに触れてしまうということは、そもそも自転車通学を

基本とするということが崩れていってしまいますので、あくまでもその基本を守りな

がらできる限り自転車でと、やむを得ない事情がある場合は学校等に連絡をして、先

ほどおっしゃったように、例えば骨折しているのに当然送迎でないと無理なところも

ありますので、そんな場合は前で止まるよりロータリーの中に入って安全に降りてく

ださいというようなことは、学校のほうで声掛けはしていくようにまた話をしておき

たいと思います。 

○議長（土井 巧君） 原口育大議員。 

○８番（原口育大君） 高校も雨の日になると送迎がごっつい増えるみたいなので、自

転車を乗せてきて一緒に降ろしたりとかされておると聞くので、そこら辺マナーを含

めてちょっと注意されたほうがいいのかなというふうには思いました。 
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  最後にゾーン３０の指定の件で、これ所管が違うんですけども、実際学校としても

関わっていると思うので、そのわかる範囲でお聞きしますけども、市内ではここだけ

だと思います。先ほどもその表示の修理というか、表示を増やすとかあったと思うの

ですけど、まずこのゾーン３０、ここが指定された経緯というか、それと効果、今ま

で何年ぐらい前からやっていてほかに比べて、ゾーン３０に指定したことによって効

果があったというふうな感じは何かわかるでしょうか。 

○議長（土井 巧君） 教育次長。 

○教育次長（仲山和史君） まず最初に、ゾーン３０について説明をさせていただきた

いと思うのですが、ゾーン３０というのは、生活道路において歩行者等の安全な通行

を確保することを目的として、その区域を定めて、そこの時速を３０キロという速度

規制を実施して、その他ラバーポールを立てたりとかそういう安全対策も必要に応じ

て組み合わせて、そのゾーン内における速度抑制、またゾーン内を抜け道として通行

する行為の抑制等を図る生活道路の対策でございます。 

  令和２年１０月現在において、兵庫県下においては４９警察署の１５７の区域でそ

のゾーン３０というのが指定されておるようでございます。どうして３０キロなのか

といいますと、歩行者と車両の交通事故では、車両の速度が時速３０キロを超えると

致死率が急激に高くなるために、生活道路を走行する車両の速度を３０キロ以下に抑

えるというところでございます。 

  このゾーン３０、今回広田地区で指定された経緯でございますが、南あわじ市管内

においてまだゾーン３０がどこも指定されていなかったということもあります。また、

その交通量の多さとかいろんなことを勘案した中で、南あわじ警察署さんのほうから

も広田小学校区内で実施をしてはどうであろうという御相談もありまして、いろいろ

検討した結果、その中で区域を指定しておるというところでございます。 

  これをすることによって、広田でどれだけ事故が減ったかという数字はちょっと持

ち合わせてはないんですが、全国的な部分で見ますと警察庁の資料でございますが、
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ゾーン３０を整備する前後の１年間の事故の発生率というのを調査したものがありま

して、やはり２３．９％事故が減っておるというようなそういう効果も認められてお

るという数字がございます。 

  以上でございます。 

○議長（土井 巧君） 原口育大議員。 

○８番（原口育大君） 効果があると思うんですけどね。先ほど看板の整備とかもされ

ておるということなので、点検の際に気がつけばそういうところも更新というかして

いっていただけたらなと、かなり大分前の看板なので表示も薄くなったりしているよ

うな感じがするのと、それと保護者もそうなんですけど住民の人への周知ですよね。

あんまり知られてないような気がするんです。何人か聞いてみたら知らなんだという

ふうな答えが返ってくるんですけど、やっぱり意識づけ、ＰＲというか、せっかくな

んで、そこをしっかりされたほうがいいと思うし、ここの場合、表示はいろいろされ

ておるんですけど、それ以上の対策というのは取ってないと思うんですよね。何かポ

ールを立てて通行を制限するとか、そういう物的な制限みたいなものは全く加えてな

いと思うんです。それはなかなか地元の合意がないとできないのはわかるんですけど、

そういうことも含めて警察の管轄やと思うので、警察とよく相談をされてできること

があれば、そのゾーン３０の対策の中で見直しなりしていっていただけたらどうかな

というふうに思います。特に周知の部分が足りてないと思うんですけど、いかがです

か。 

○議長（土井 巧君） 教育次長。 

○教育次長（仲山和史君） 確かに指定だけをして、なかなかそれが周知できてないと

いうのは事実でございます。いろんな周知方法というのが、市のほうでも広報紙であ

ったりとかいろんなものがありますので、何かの形で警察であったり道路管理者、関

係部署とも協議してそのＰＲにも努めていきたいというふうに考えております。 

○議長（土井 巧君） 原口育大議員。 
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○８番（原口育大君） たまたま今、市小学校区でゾーン３０の準備に入っていまして、

この前警察とかから来ていただいて小学校６年生に対して１コマ講義とかをしていた

だいて、クイズ形式でいろいろ質問をしたりしていました。大変子供らも興味を持っ

ていたし、安全対策の調査のときに子供らも実際に参加して、その危険箇所とかの洗

い出しをしたり、危険な場所をそれぞれが発表したり、いろいろされていて大変面白

い取組だなというふうに思いましたので、ぜひ広田でももう一度それを思い出してい

ただいて、より一層効果があるように取り組んでいただけたらと思います。 

  一般質問を終わります。 

○議長（土井 巧君） 原口育大議員の質問が終わりました。 

  引き続き、一般質問を行います。 

  ３番、間森和生議員。 

○３番（間森和生君） 通告をしておりますので一般質問を行います。 

  今日はコロナ禍での学校教育について、ＧＩＧＡスクール事業についてお伺いした

いと思うのですけれども、当初、冒頭に守本管理者から幾つか話もありました。特に、

このＧＩＧＡスクール構想の事業の大きな柱である１人１台のタブレットの端末の使

用と、それと校内ネットワークの整備、この点について先ほど言われたように、中学

校と小学校４年生以上が３２０台既に購入をして実用されているということと併せて、

１年生から３年生までの児童については来年度の４月から使用ができるというふうに

お伺いしましたので、この点については割愛させていただきます。 

  その点ともう一つ校内ネットワークの整備状況については、どうなのか一つ教えて

いただきたいと思います。 

○議長（土井 巧君） 教育次長。 

○教育次長（仲山和史君） このＧＩＧＡスクール構想によって、１人１台の端末整備

ということでございますが、それ以前からもＩＣＴというのは導入はされておりまし

た。これまでにつきましては、校内ＬＡＮによるＷｉ－Ｆｉ環境の下で端末をそれぞ
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れ利用しておったというような状況でございます。 

  今回、ＧＩＧＡスクール構想において当市においては、ＬＴＥ対応のｉＰａｄの導

入を計画しております。ＬＡＮ対応でなくても通信が可能ということで、どこにいて

も端末が利用いただけるというような状況を今回からつくっていこうということで、

今進めさせていただいておるところでございます。 

○議長（土井 巧君） 間森和生議員。 

○３番（間森和生君） Ｗｉ－ＦｉからＬＴＥ対応にするということですけれども、洲

本市の場合なんかでしたらＷｉ－Ｆｉ環境が整ってない家庭にはモバイルルーターを貸

し出しをして、それを利用するというようなことをしているわけですけども、このＬＴ

Ｅ対応であればそういうことが必要でないのかどうか、その辺りはいかがでしょうか。 

○議長（土井 巧君） 教育次長。 

○教育次長（仲山和史君） このＬＴＥ対応でございますが、これは今皆さんがお使い

いただいておるようなスマホと同様でございまして、家庭においてもそういう端末さ

えあればつないでいけると、要は通信が可能になってございます。 

  仮にＷｉ－Ｆｉ環境でありましたり、ＬＡＮ整備がなかったとしても御家庭で十分

使っていただけるというふうに感じておるところでございます。 

○議長（土井 巧君） 間森和生議員。 

○３番（間森和生君） ありがとうございます。 

  今回のＧＩＧＡスクール事業というのは、今言いました土台の部分と、それから誰

一人取り残されないというＩＣＴ教育の本来の趣旨がありますので、今回こういう形

で全児童生徒にタブレットが支給されて、そして教育が行われるということですから、

それは非常にスタートラインに立ったというところなのかなというふうに思います。 

  去年１０月２２日に広田中学校の授業を見学させていただいて、子供たちはタブレ

ットをノート代わりに使っていますし、逆に言いますと先生方がこれからこれを使っ

て授業をされるのは大変だなというふうに感じたわけですけども、誰一人取り残さな
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いということでこのタブレットを使用していく場合、一つは今回のようなコロナ禍の

状況で学校を休まざるを得ないという子供、あるいは不登校の児童生徒もいるわけで

すから、そういう児童生徒に対してもう少しオンライン授業等が可能ではないかなと

いうふうに考えたりするわけですけども、そういう検討については今されております

でしょうか。 

○議長（土井 巧君） 教育次長補。 

○教育次長補兼学校教育課長（大住武義君） 今、オンライン授業という話でもうちょ

っと広げて話させていただきたいと思います。 

  タブレット等を使った学校と家庭とのオンライン接続については、実は臨時休校期

間中から、特に小規模校においてオンラインの授業を始めておりました。 

  先日見に行っていただいた広田中学校におきまして、その臨時休校期間中にそれま

であったタブレットを子供たちに持って帰らせる、あるいは家庭の保護者のスマホ等

を使って、オンラインの接続ソフトを使って実証実験を行いました。その後、市内の

４校をモデル校として学校再開後に、これは業者からタブレットをモデルで借りて、

それを家庭に持って帰ってオンライン接続できるかどうかという実証も行いました。

ですから今、導入研修を行っているわけなんですが、それと並行して子供たちはその

オンライン接続、一例で上げるとＺｏｏｍというようなそういうアプリを使って、学

校で一度全体での接続体験をして、ある時期を見て持って帰って、実際に家庭との接

続を実験してみるというのを早々に進めていく予定にしております。 

  ですから、それによって万が一来られなくなったというような場合でも、健康観察

等を含めた授業でのオンラインが実現できる体制を現在つくりつつあります。 

  例としてお伝えしますが、特に先ほど不登校という点でお話をしていただいたので

すが、不登校についてはこれまでも家庭と相談してプリント等の学習、あるいは先ほ

ど予算のところで説明させてもらって適応教室の対応もあったのですが、今現在、こ

れも市内の中学校において、実は医療的ケアを必要とする生徒が１名おりまして、そ
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の子はコロナ感染というか、感染したら命に関わるということですので、今現在、コ

ロナ禍にあっては学校へ来られないという状況が続いております。そこで学校は、そ

の生徒とタブレット端末で接続して、秋ぐらいからは学校の教育活動、朝の会から帰

りの会まで全てタブレットで参加しております。場合によっては、市で開催した防災

の生徒たちを集める研修会にもタブレットで参加するというようなことで、明らかに

授業等に参加するのに使えるという状況が今現在あります。 

  それともう１点、同じ学校で不登校で保健室登校している生徒がいますが、この生

徒についてもなかなか教室に行くのが難しい状況であるのですが、部屋をまたいでタ

ブレット端末を使って授業に参加できているという状況がありますので、その実例を

使ってほかの学校でも十分活用できる状況に現在あります。 

  以上です。 

○議長（土井 巧君） 間森和生議員。 

○３番（間森和生君） 今、具体的な実践の内容を紹介していただきましたけれども、

まず不登校の児童生徒については、適応教室で対応するというだけではなくて実際に

教室の授業の様子をオンラインで見ながら学習するということで、生徒と学校との一

体感も出てきますし、また学校に行きたいというような気持ちも促していくのではな

いかと思いますし、それからもう一つの感染拡大、感染するのが不安で学校に行けな

い、そういう児童生徒も淡路島でもいるというふうに聞いております。それはやっぱ

り、その生徒の学習権を保障しなければいけないわけですから、そういう点ではオン

ライン授業というのがかなり、なかなか先生方がこれを対応してやろうというのは難

しいかもしれませんが、そういう児童生徒にも対応していくということがこれから非

常に重要ではないかと思っておりますが、ぜひ引き続き、この広田小中だけではなく

て南あわじ全体でも進めていただきたいと思います。 

  最後にもう１点なんですけども、これは全国でもいろいろオンライン授業、Ｗｉ－

Ｆｉを通じたＩＣＴ教育が進む中で、電磁波の問題が幾つか言われておりまして、静
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岡県の下田市では、電磁波の過敏症の生徒のために無線ＬＡＮを有線に切り替えたり

するというような措置が取られておったり、あるいは札幌市の教育委員会では過敏症

の子供がいるような場合には教室の電源をＷｉ－Ｆｉのそういう通信の電源を切ると

いうようなことをして、電磁波に過敏な児童生徒には対応もされているようです。 

  まだまだこれから、学校にもそういう児童生徒が通ってくることになりますので、

そういう点についてぜひ検討していただきたいと思うのですけど、こういう電磁波障

害に対する国からの通知とかあるいは通達とか、そういうことについては市のほうと

か組合学校のほうに来てますでしょうか。 

○議長（土井 巧君） 教育次長補。 

○教育次長補兼学校教育課長（大住武義君） 今、議員がおっしゃった電磁波あるいは

その過敏症等についてなんですが、こちらで環境省のほうの資料で調べさせてもらい

ました。特にこの点については、文科省から通知があることは今までなかったので、

環境省の資料を基に今から若干説明させていただきたいと思います。 

  環境省においては、健康の影響についてはＷＨＯの見解を資料として示していまし

た。いわゆる電磁波の基になる電磁界にさらされることを電磁界曝露というふうに使

われておりましたので、ちょっとそれを含めて説明させていただきます。 

  電磁界曝露によって生じるかもしれない健康影響については、大規模な研究が実施

されてきました。その上で、これまで実施された全ての調査は、ゼロから３００ギガ

ヘルツ、国際基準で示されているその周波数内での国際的なガイドラインで推奨され

ている限定値よりも低い曝露、低い状態でさらされている中では健康への影響は何ら

生じないというふうにＷＨＯでは示しております。 

  ただし、高周波に属する携帯電話については、脳腫瘍のリスクの上昇との因果関係

は確立されていないというふうになっていますので、今後、その点については研究が

必要ですというふうに答えられています。 

  また、過敏症についても同様に環境省のほうで、国際的なガイドラインの指針値よ
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りもはるかに低いレベルの電磁界曝露により、頭痛や睡眠障害などの不特定の症状が

生じるのではないかという、いわゆる電磁波過敏症についての関心が高まっていると。

それについては、過敏症の症状を電磁界曝露と結びつける科学的根拠は、現在のとこ

ろありませんというふうに答えられています。 

  ただし、先ほど議員がおっしゃったように、全国的にいろんな情報があって、そう

いうことを気にしている方は当然いるということでこちらは十分対応する必要がある

と考えておりますので、そういう方が出てきた場合は医療にかかられていると思いま

すので、医療の意見等をこちらでも聞き取りをして、その中で先ほど議員がおっしゃ

ったような、何かやはり気分的に精神的にしんどい部分があるかと思いますので、そ

の辺をいかに軽減できるかということを十分協議しながら対応を進めていきたいと考

えております。 

  以上です。 

○議長（土井 巧君） 間森和生議員。 

○３番（間森和生君） まだまだこれから、ＧＩＧＡスクール構想に基づく事業が進ん

でいくわけですから、いろんな問題が出てくると思うのですけども、ぜひ南あわじ市

と組合立の学ぶ楽しさ日本一というテーマを掲げてやられているわけですから、この

ＩＣＴ教育が本当に一人一人の子供たちの学習権をしっかり保障できるものになるこ

とを心から望んでいますので、よろしくお願いしたと思います。 

  以上で一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（土井 巧君） 間森和生議員の質問が終わりました。 

  以上で、一般質問を終了します。 

  暫時休憩します。 

（休 憩） 

○議長（土井 巧君） 再開します。 

  以上で、本日の日程は全て終了しました。令和３年第１回南あわじ市・洲本市小中
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学校組合議会定例会を閉会します。 

 

副管理者挨拶 

 

○議長（土井 巧君） 副管理者、竹内通弘洲本市長より挨拶がございます。 

  副管理者。 

○副管理者（竹内通弘君） 本日、令和３年第１回南あわじ市・洲本市小中学校組合議

会定例会の閉会に当たりまして一言お礼を申し上げます。 

  本日御提案申し上げました案件につきましては、令和２年度一般会計補正予算、令

和３年度一般会計予算及び条例改正１件でございましたが、議員各位の慎重なる御審

議と適切妥当な御決定をいただき、ここに無事議了し閉会できますことに厚くお礼申

し上げます。 

  また、土井 巧議員におかれましては、議長の就任、誠におめでとうございます。

今後とも何とぞよろしくお願いいたします。 

  さて、令和２年度も残すところ１か月半となり、１年の締めくくりの時期を迎えて

おります。学校現場では、今年度当初からの臨時休業や再開後も感染防止対策による

各種行事等の中止等により、多くの子供たちが不安と戸惑いを抱いたことであります。

しかし、そんな中でも仲間とのつながりや感染対策の大切さに気づき、制限された学

校生活でありましたが、共に学び立派に成長されました。今後、子供たちが心身とも

に健康であり、令和３年度へ新しい第一歩を踏み出せるよう支え、見守っていきたい

と存じます。議員の皆様方におかれましては、これからも変わらぬ御支援・御鞭撻を

お願い申し上げまして、簡単ではございますが、閉会の御挨拶とさせていただきます。

本日は誠にありがとうございました。 

 

議長挨拶 
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○議長（土井 巧君） 閉会に当たり一言御挨拶申し上げます。 

  本定例会では令和３年度一般会計予算、令和２年度一般会計補正予算等について審

議をお願いいたしましたが、いずれの議案に対しましても終始熱心に審議を賜り、全

て議了いたしましたことに対し敬意と感謝を申し上げます。 

  さて、学校におけるＩＣＴ活用につきましては、本年１月より小学校４年生から中

学校３年生までの児童生徒に１人１台のタブレットが導入され、授業での活用が始ま

っております。今後も様々な場面での活用方法が期待されるところですが、現在のコ

ロナ禍における効果的な活用も含めまして、教育環境のさらなる充実を見守ってまい

りたいと思います。 

  立春も過ぎ、春を待ちわびる今日この頃ですが、まだまだ底冷えのする日が続いて

おります。議員各位をはじめ、執行部の皆様方には十分御自愛の上、ますます御活躍

されますようお祈り申し上げ、閉会の御挨拶とさせていただきます。 

  ありがとうございました。 

 

午前 １１時４５分 閉会 

 


